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Hideki NARITA and Hiromu SHIMIZU 1974 Distribution of Snow Avalanches in the Avalanche 

Station Area， Toikanbetsu， Northern Hokkaido. 1. (1974). Lo叩 TemperatureScience， Ser. 

A. 32. Data Report. 

雪崩観測実験室附近のなだれ分布 ド
(昭和48-49年冬期〉

成田英器・清水 弘

(低調科学研究所)

(昭和49年12月受理)

1.まえがき

1966年以来，雪崩観測実験室実験斜面(北海道天塩郡幌延町字問寒別)において積雪調査となだれ

に関する研究を行ってきた。乙れによると，乙の地域の積雪の様子は，一般に12月下旬に根雪となり，

3月上旬に積雪量は最大深 (1-2m)に達する。そして 3月下旬になると積雪は全層ぎらめゆき

と化して活発な融雪が始まる。

乙の積雪期におけるなだれは「面発生全層なだれ」が大部分で月初旬から発生し始め 3月下

旬にはほとんどの南斜面がなだれ落ちてしまう。

なだれ現象は数多くの要因が複雑Ir.関連し合っているので，その研究万法も白的に応じ，条件K従

ってきまぎまでゐる。筆者らは，問寒別におけるとげどれ研究の一部として， 1973ー 74年冬期IL，同地

区内でのなだれ発生情況を気象条件との関連に於て観察した。乙の調査は，漸次関連条件を増加して

鉱張的に継続し，t，! だれ発生条件の研究に資する計画でゐる。

E 調査地犠と調査方法

1.調査地援

調査地域地図を第 1図IL示す。鎖線内が調査対象区域でゐる。また，第2図は同地域の航空写真

でゐる。乙れらから判るようIr.，乙の地域での主稜はほとんど東西万向に走って居り，南，北斜面

が多b、。稜線の海抜高度は 200- 300 m程度でゐる。

南斜面は熊笹におおわれて(第2図の淡色部分)，根曲りの海木が疎生している。そして，斜面

の下部は崩壊地(写真の白い部分)が発達している。一万，北斜面は直径10-3Ocmの樹木の林でゐ

る(写真の濃色部分)0 30-40度ぐらいの傾斜面が多山

- 北海道大学低温科学研究所業績第1359号
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2.調査方法

積雪期間中 1~2 週間おき K地区内を見まわり 8 つの観測定点( S 1…… S 8 )で地図と写

真撮影lとより，なだれの発生情況を記録した。見まわり径路と，観測定点は第 1図に示しである。

毎回の観察結果を前回の結果と照合して，新しく発生したなだれだけを地図に書き乙み「なだれ

分布図J(図版 1~ 7 )を作った。

起=・~圃~当蜘

1 

第1因 調査地毎L実線・破線は見廻り径路， 0印は観測定点(①印は雪崩
観測実験室)，矢印で示した扇状は定点からの撮影範囲。鎖線でか

乙まれた部分は観察範囲
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調査地域の航空写真。衛斜面は熊笹でお』われ，北斜面は樹林帯で
ある。白い部分は崩壊地。①は雪崩観測実験室の位昆

第2図

3. 気象状態の観測

雪崩観測実験室附近で気温功，風向・風速〔第3図)を自記記録した。また，麓の北海道大学天塩

地万演習林庁舎における積雪深・天気めの観測結果在第4閣に引用した。
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雪崩観測実験室における風向，風速。風速の黒印は平均風速，線は

瞬間風速の最大，最小値の範閣を示す。
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第4図 天塩地万演習林(北海道大学)庁舎における積雪深，天気

第5図 斜面積雪が極めてゆるやかに滑落して，斜面下部に作った巨大楕払
1974年3月29日。観測定点S4の西斜面。

ill. 1973-74年冬期のなだれ発生概況

43 

今冬， ζの地域』ζ発生したとfだれのほとんとが面発生乾雪(または湿雪)全層f.t，だれでゐった。そ

の発生の様子は，まず発生地域上縁tζクラックが入札その下部斜面の積雪にしわが生じ，数時間後

ないし数日後になだれ落ちるものが多かった。滑落が極めてゆるやかだったために積雪膚が分断せず，

斜面下部に巨大な徳曲(高d4-5m)をつくって静止していた例がひとつ(第5図)ゐった。また，

点発生乾雪表層なだれの多発が1回見られた。これは，多量の新雪が降った2月27日の夜，林道沿い

の斜面K集中的に起った。

今冬のとEだれ発生の概況を第l表に示す。

第6図(a ……g)κ，観測室尾根南斜面のなだれ発生状況の時間的変化を示す。撮影地点は観測
定点S3でi 日付は撮影年月日でゐる。写真中央部の尾根の上の建物が雪崩観測実験室でゐる。
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文 献

1 )藤岡敏夫，清水 弘，秩田谷英次，成田英慰 1974 雪崩観測実験室実験斜面の雪質調査報告，

明 低温科学，物理篇.32.資料集 31-39。

2)天寝地万演習林資料による.

第1.1973ー74年冬期のとEだれ発生概況
(問寒別雪崩観測実験室付近:北海道)

期 間 な fご れ

初冬-1974/1/11 面発生乾雪全層なだれが40ケ所以上

で発生

1974/1/12 - 1/27 なだれ発生は少なかった

1/28 - 2/17 面発生乾雪全層なだれがかとEり活発

に発生

2/28 - 3/2 2/27点発生乾雪表層なだれが多発

(夜間入山時代観察，翌日は吹雪の

ためなだれ跡消失，記録なし

3/3 - 3/5 斜面積雪にクラックが多く発生

3/6 - 3/10 

3/11 - 3/28 非常に大規模に面発生湿雪全層!.J.だ

れが瀕発，南斜面の積雪はほとんど

消失
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第S図

fヲ夢

a 1974年 1月11臼

b 1974年 1月27臼

c 1974年 2月17日
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d 1974年 3月2日

e 1974年 3月5日

f 1974年 3月10臼



雪崩観測実験室附近のなだれ分布 I 47 

g 1974年 3月初日

第6図 問寒別雪崩観測実験室附近のなだれ発生状況。(撮影地点は観測定
点 S3， 日付は撮影年月 B) 
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t 十一

図版 1973年初冬-1974年1月11日。すべてのなだれは面発生乾雪全層なだれ
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可一--t

図版2 1974年 1月12日-1月27日。斑点の部分は面発生乾雪表層伝だれ。
その他は面発生乾雪全層1;t.だれ
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t 十

図版3 1974年 1月28日-2月17日。すべて面発生乾雪全層なだれ
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図版4 1974年 2 月 18 日~3 月 2 日。すべて面発生乾雪全層なだれ
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寸 -t--

図版5 1974年 3月3日-3月5日。前日(3月4日)は気温が上昇し雨と
なった。クラ y ク(線部分)が多く発生しているのが目立つ
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